
 

[第 20回広陵町ごみ処理町民会議 議事概要] 

 

 1 / 15 

 

日時 ： 平成３０年１０月３０日（火）１４：００ ～ １５：１５ 

場 所 クリーンセンター広陵 ３階 研修室（大） 

議事内容 

（１）第１９回の議事概要について 

（２）山辺・県北西部広域環境衛生組合進捗状況について 

（３）前回の意見書結果における方針（案）について 

（４）安堵町での３町による広域化について 

－開会－ 

事務局からの説明事項 

 ・町民会議の傍聴に関する取扱要領

による４名の傍聴者報告 

 

鍵谷会長あいさつ 

・５月に第１９回を開催し、その中の

色々な議論で、中継施設の広域化の話

も出ている。どのような形で現施設を

利用できるかを今回で検討するとい

うことであったが、具体的に色々と報

告できる内容となってきた。 

事務局による資料確認 

【議事概要】 

（１）第１９回の議事概要について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（１）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・第１９回の議事概要については、

特に意見もなかったので、８月２

日にホームページに掲載してい

る。 

（２）山辺・県北西部広域環境衛生組合進捗状況について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（２）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

○平成３０年５月１日開催の第８

回山辺・県北西部広域環境衛生

組合運営協議会報告 
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・ごみ処理施設の建設費 

・今後の工程 

 

○平成３０年５月１５日開催の第

１６回ごみ処理広域化担当者会

議報告 

・ごみ処理施設の建設費 

・今後の工程 

・民間活力導入可能性調査結果 

・災害廃棄物処理計画 

・平成３０年度廃棄物実態調査 

に係る事前協議 

※当初、平成２８年度の組合発足時

に試算された建設費１トンあた

りの建設単価は５，３００万円で

あったが、平成２８年から平成２

９年を同等に試算すると１トン

あたりの建設単価は８，５００万

円と高騰している状況である。高

騰については東京オリンピック

等の要因が考えられるが、今後の

動向に注視する必要がある。参加

１０市町村議会に報告してほし

いとの説明である。 

 

○平成３０年７月３０日開催の第

１７回ごみ処理広域化担当者会

議報告 

 ・平成３０年第２回組合議会定 

  例会の議案 

 ・平成２９年度決算 

 ・平成３０年度一般会計補正予 

  算 

 

○平成３０年８月２１日開催の平

成３０年山辺・県北西部広域環 
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境衛生組合議会第２回定例会 

・平成２９年度決算及び平成３ 

０年度一般会計補正予算の可 

決 

 

○平成３０年１０月１７日開催の

第９回山辺・県北西部広域環境 

衛生組合運営協議会 

 ・新年度予算 

 ・組合規約の変更 

会

長 

・広域組合の協議事項はホーム

ページに掲載されているの

か。 

事

務

局 

・広域組合議会は掲載されている

が、運営協議会等はされていない。

確認したい。 

会

長 

・建設費が高騰して１．６倍に

なるが、トンあたり５，３０

０万円が１．６倍となると、

建設費の総額はいくらになる

か。 

事

務

局 

・当初は１８０億円であったが、処

理量３４０トンの１．６倍なので

約２８０億円になる。 

会

長 

・単独でやっても同じように上

がるので、あまり議論の余地

はない。ＤＢＯ方式（公設民

営方式）について、分からな

い方が多い。補助金対象とな

るのかの確認は必要である。 

※DBO(Design Build Operate)

とは、公設民営と訳されてお

り、公共が資金調達を負担し、

施設の設計・建設・運営を民

間に委託する方式のこと。 

事

務

局 

・ＤＢＯ方式というのは、施設の設

計、工事、運営管理まで民間に委

託する方式である。補助金の対象

範囲は分からない。 

（３）前回の意見書結果における方針（案）について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（３）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・前回の議事であったごみ中継施設

整備手法別対比表に対する意見書

において好ましい配置検討項目と

しては、何らかの形で現施設を利
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用という意見が全体の７５％（２

０名中１５名）であった。この結

果を踏まえ、本会議では現施設の

利用を重点に進めていきたい。 

・現クリーンセンター炭化炉棟の高

い部分を低くした外観のイメージ

はどうかとの意見に対しては、写

真を加工し、炭化炉棟を約２０ｍ

から１０ｍにした外観を提示して

いる。古寺、中、広瀬、百済の周

辺４箇大字から眺めた写真で現状

と対比させている。 

・当初、広陵町のごみ量における処

理方式の設備費の積算は、コンテ

ナ車両の車種により、広域組合や

地元協議の中では認められていな

かった段差落とし込み方式（上牧

町方式）ではなく、ダストドラム

方式（田原本町方式）で概算を積

算していたが、広域組合との協議

や地元の理解によって大型運搬車

アームロール式・鉄蓋密封式コン

テナの車種が認められたので、段

差落とし込み方式が採用できるこ

とになった。機械設備のメンテナ

ンスの必要がなくなり、建設費・

維持管理費が大幅に削減されるの

で、中継施設の処理方式の１つと

して採用したい。 

・参考までに、岐阜羽島のごみ中継

施設の段差落とし込み方式では、

収集車が２階に上がり、１階で待

機するコンテナに直接ごみを投入

する。写真は中継施設の建物の外

観である。黄色のところはシャッ

ターで、大型車が出入りする。見
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た目は倉庫の建物である。計量後、

収集車がスロープで２階に上がっ

たところで、高速シャッターが開

き、ごみ投入口に収集車がバック

でつけ、ごみを１階のコンテナに

投入する。ごみは一定の場所にし

か投入できないため、ユンボが補

助している。１階部分にごみの受

入コンテナを設置し、大型アーム

ロール車でコンテナを積み込み、

搬出する。 

会

長 

・前回はこの方式は認められて

いなかったが、今回検討に上

がってきた。前回はドラム方

式で取り上げた。金額につい

てはもう少し前に進めば検討

する。この岐阜羽島の施設レ

イアウトや配置図、平面図は

ないのか。写真だけではなか

なかイメージが分かりづら

い。 

・できれば高さが分かるような

立面図があればよいが。 

事

務

局 

・今回、段差落とし込み方式という

のはどのような形なのかを提示し

た。次回に図面を提示したい。 

委

員 

・提示写真は同じ建物か。写真

はだいぶ横に伸びているが。 

事

務

局 

・写真は同じ場所の写真、パノラマ

的になっているが、同じサイズに

合わした関係でそうなっている。 

委

員 

・アンケートの集計は、可燃ご

みと不燃ごみやリサイクル、

粗大ごみ、それも一緒に考え

て集計されているのか。集計

として可燃ごみは安堵町にと

いうことでお願いしている。

それは載せていないのか。１

１月の広報（議会だより）で

も町長が回答されている。 

事

務

局 

・アンケートの集計としては、可燃

ごみ、粗大ごみ、リサイクルを区

別せずに中継施設として広陵町で

する場合の４案を提示した。その

時には、安堵町との広域化の話は

ない前提の中で、委員にアンケー

トを取った。 
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委

員 

・写真としては、羽島市の中継

基地の平面図と中継基地の周

辺の位置図が欲しい。写真で

周りの環境がどのようなとこ

ろなのかを確認したい。 

事

務

局 

・羽島市の施設状況を説明すると、

羽島市・笠松町・岐南町・岐阜市

の組合ごみ処理施設が稼働停止と

なっている。平成４０年度の新ご

み処理施設稼働まで各市町でごみ

処理をするというところから、羽

島市は中継施設を民間衛生会社に

処理を委託している。この地域は

準工業地域で、横に名神高速道路、

約２００ｍのところには住宅もあ

る。最終処理責任は羽島市にあり、

ごみの処理先である三重県伊賀市

の三重中央開発までごみを運搬し

ている。もう１箇所は岐南町・笠

松町共同で、可燃ごみは岐南町、

保管施設は笠松町の両町で行って

いる。同じく民間へ設計、建設工

事から運営まで民間に委託してい

る。次回に航空写真を提示する。 

委

員 

・この羽島市の建物の高さや大

きさはどのくらいか。 

事

務

局 

・敷地は５，０００㎡ほどで、可燃

ごみの隣にはリサイクル施設もあ

る。この中継施設の大きさは約１，

２００㎡、概算の工事費は約３億

５，０００万円である。高さは約

１０ｍから１１ｍ、コンテナの高

さは約３ｍと余裕高で、２階部分

のプラットホームから天井まで約

５ｍ強となっている。 

会

長 

・現施設の大きさと高さはどの

くらいか。 

・羽島市の総処理量はいくらか。 

事

務

局 

・このクリーンセンターのリサイク

ル施設は約２，０００㎡強、高さ

はプラットホームの高いところで

約１０ｍである。 

・羽島市の人口は６万人ほどで、処

理量は日量約６０ｔである。 

会

長 

・量が少ないとしても、車の動

線があるので、小さくはでき
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ない。５，０００㎡ほどは必

要かと思う。 

（４）安堵町での３町による広域化について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（４）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・５月からの進捗としては、７月に

安堵町長選挙があり、無投票で西

本町長が再選された。９月の定例

議会で、議員全員に「ごみ処理広

域化に伴うごみ中継施設の広域化

（安堵町・河合町・広陵町）」に

ついて、広域化による建設費・維

持管理費のスケールメリットや単

独建設費との比較等を説明されて

いる。議員からは、住民の生活道

路に対する影響の質問が出たが、

近隣住民の生活道路に影響はない

と回答し、議員全員の理解を得ら

れたとの説明を受けている。 

・議会終了後の９月２０日に上牧町

のごみ中継施設を町長と全議員で

視察されている。また、現清掃施

設の地元笠目地区、窪田地区の役

員や区長会でも説明されており、

広域化に向けての理解は得られ、

障壁はないとのことから、今後の

スケジュールについては年度内に

は広域中継施設建設への参加意志

確認を行う旨の説明を受けてい

る。まだ細かな部分の課題整理も

残っているが、前回からはかなり

状況が進展している。 

・広陵町においても、先に提示した

現施設を活用する案に安堵町との

広域化に参加する案を加えて、町

にとって何が最適なのかの議論を
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委員にお願いしたい。 

・３町の天理広域参加について、可

燃ごみは３町参加、粗大・リサイ

クル等の参加は安堵町と広陵町の

２町が参加となる。安堵町との広

域に参加するとしても、可燃ごみ

は安堵町・河合町・広陵町の３町

で、粗大・リサイクル・不燃ごみ

等は安堵町・広陵町との２町で安

堵町に持って行く方法と可燃ごみ

のみを安堵町へ持って行き、広陵

町では資源ごみの紙・布類は自前

での処理となっていることに加

え、一般持込ごみの受け入れ施設

を残すことの必要性から、建設

費・維持管理経費の削減を考え、

安堵町と共同で粗大・リサイク

ル・不燃ごみ等の受け入れについ

て広陵町の現施設を活用する方法

もある。 

・次に、３町の可燃ごみ量と２町の

粗大・リサイクル等のごみ量を示

す。３町広域でごみ中継施設を計

画した場合の人口と可燃ごみ量

で、天理市の広域組合施設稼働後

の平成３６年度の推計値となって

いる。今後、広域中継施設を検討

する際の参考にしてもらいたい。

３町の人口と可燃ごみ量で、平成

３６年度の推計では広陵町３５，

２７８人で年間可燃ごみ量６，３

４９ｔ、安堵町７，４６４人で年

間可燃ごみ量１，９８５ｔ、河合

町１７，９８８人で年間可燃ごみ

量４，９５６ｔであり、合計人口

が６０，７３０人で年間可燃ごみ
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量１３，２９０ｔとなっている。

１日の積み替え処理量は約６０ｔ

から７０ｔとなる。各町のごみ量

割合は広陵町が４８．８％、安堵

町が１４．９％、河合町が３７．

３％で、広陵町のごみ量が約半分

を占めることになる。次に、広陵

町の施設を活用して安堵町の粗

大・リサイクル等のごみを受け入

れした場合の平成３６年度の推計

としては、広陵町と安堵町の粗

大・リサイクル・不燃ごみ等の各

種ごみ量と天理広域リサイクル施

設までの大型車１か月あたりの運

搬回数で２町の合計を記入してい

る。広陵町は資源である紙・布類

は、天理広域施設への参加は任意

となっていることから、町で売却

する予定である。それ以外の粗大

からペットボトルまでのごみを大

型車で天理市まで運搬する。運搬

車種は、粗大からリサイクルの缶、

ビンまでは大型コンテナ車での運

搬となり、容器包装プラとペット

ボトルについては、大型パッカー

車で圧縮して運ぶ方法もしくは大

型コンテナ車で運ぶ方法のどちら

が有利か検討したい。収集品目欄

の粗大は、大型車平均７ｔから７．

５ｔ積みすると、広陵町は年間５

４１ｔで月６回、安堵町は年間１

１５ｔで月１．３回、２町合計で

月７．３回となる。大型パッカー

車または大型コンテナ車で運搬す

るペットボトルは、広陵町は年間

４１ｔで月０．５回、安堵町は年



 

[第 20回広陵町ごみ処理町民会議 議事概要] 

 

 10 / 15 

 

間３１ｔで月０．３回、２町合計

で月０．８回となり非常に少ない。

運搬回数の合計は、広陵町で月１

２．７回、安堵町で月３．３回、

２町合計で月約２１回の運搬とな

る。安堵町のごみ量は広陵町の約

２０％で少ない。天理市までの大

型車の運搬維持管理費を長期的に

最小限にする必要性がある。今後、

比較検討と広陵町の課題を整理し

ながら委員に提示していきたい。 

会

長 

・通常ごみ量は人口に比例する

が、広陵町の人口３５，２７

８人で可燃ごみ量６，３４９

ｔに対し、安堵町の人口は約

５分の１であり、本来は１，

２００ｔから１，３００ｔだ

が、１，９８５ｔとなってい

る。まだまだ減量化が進んで

いない。また、河合町でも広

陵町の人口の約半分なので、

３，０００ｔ少しの量となる

が、５，０００ｔ近く出てい

るので、まだ減量の余地があ

る。広陵町の減量化が進んで

いるという意味合いでもあ

る。基本的にごみ施設の建設

費はごみ量割案分となるの

で、建設費等は広陵町として

有利である。減量化が遅れる

と負担割合が大きくなる。次

に、広陵町と安堵町の粗大・

リサイクル等のごみ量で２町

の分は広陵町で受け持とうか

という話であったが、粗大・

不燃・リサイクル・容器包装
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プラ・ペットボトルのごみ量

については安堵町の場合、人

口割合にするとばらつくが、

可燃は広陵町に比べると５分

の１となっているが、各ごみ

組成では各品別目でもない。

資源ごみ・不燃ごみ量は安堵

町では年間約３００ｔで、広

陵町の１，５６６ｔの約５分

の１になってる。可燃ごみに

比べると、人口割合と同じぐ

らいになっている。ごみ組成

は生活の仕方や廃棄の仕方で

異なる。また、各町の収集基

準があるので色々と変わる

が、全体的には不燃・リサイ

クル関係は人口割合の基準に

なるが、可燃ごみは人口割合

に比べると他町は多い。 

委

員 

・これは平成３６年度の推計か。

３町の人口は今より減るの

か。 

事

務

局 

・この資料は、平成２８年度に山

辺・県北西部広域環境衛生組合一

般廃棄物処理基本計画に基づいて

作成している。計画は、平成４３

年度までの人口とごみ量につい

て、参加市町村の清掃施設のごみ

組成調査を行い、ごみを分別推計

している。広陵町の人口は現在３

５，０１２人で、今より若干増え

ているが、安堵町や河合町は若干

減っている。 

委

員 

・広陵町全体で住宅地が増えて

いるが、安堵町と河合町の人

口が減ると、総量として可燃

ごみは減ってくると解釈して

いいのか。広陵町と安堵町の

収集品目を見ていたら、容器

事

務

局 

・この数値は、広域組合の一般廃棄

物処理基本計画の資料に基づいて

作成している。品目ごとに数値を

チェックして記入しているので、

数値の回答はこのとおりである。 
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包装プラは広陵町で４５９

ｔ、安堵町で５ｔであり、倍

率が違う。ペットボトルにつ

いは４１ｔと３１ｔで僅差と

なっている。集計に差がつい

ているので不自然に思う。 

委

員 

・他の粗大や不燃についてはだ

いたい合っているが、４５９

ｔと５ｔはおかしい。 

事

務

局 

・ごみ組成調査から出した数値なの

で、こちらで変えることはできな

い。これは組合参加１０市町村の

清掃センターにごみ組成調査をし

た結果で、分別できていない可能

性がある。数字的にはこの結果に

なっている。 

会

長 

・ごみ組成も１回か２回ではな

かなか難しい。通常、可燃ご

みは年４回行い、その平均で

発熱量等を決める。１回では

難しい。注意しておく項目と

なる。 

  

委

員 

・３町の可燃ごみの年間量につ

いては、私も人口とごみ量の

バランスが悪いと思った。先

ほど、広陵町は減量化が進ん

でいると説明があったが、安

堵町と河合町のごみと広陵町

のごみとでは何が勝っている

のか。広陵町と安堵町の月の

回数は合っているが、１０２

回となっている。８７回の間

違いではないか。合計１か月

の回数は合っているが、年の

回数が違っている。こういう

表を作成する場合、１箇所が

間違っていれば、他も間違っ

ていると思いがちになる。数

字を表すときには細心の注意

事

務

局 

・８７回の間違いである。申し訳な

い。他の数値も確認する。 
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が必要である。 

会

長 

・数値は諸費用に関わってくる

ので、確認が必要である。 
  

委

員 

・今の説明で、上の表は広陵町、

安堵町、河合町の合計ごみ量

となっているが、次は広陵町

と安堵町だが、何か意味があ

るのか。 

事

務

局 

・可燃ごみについては広陵町、安堵

町、河合町の３町で天理市の広域

組合に持って行く。粗大・リサイ

クル等については河合町だけが単

独で処理する。広陵町と安堵町が

天理市の広域組合に参加するとい

うことで分けている。可燃ごみは

１０市町村が参加するが、粗大・

リサイクル等は大和高田市・三郷

町・河合町が参加しない。 

会

長 

・二つの案があるので、組合の

方の参加市町村種別表があれ

ば整理しやすい。全体が見え

るような形で説明してもらえ

ればよい。 

  

委

員 

・直接関係あるか分からないが、

ごみの搬入量に応じて各町の

負担金が変わる。広陵町の中

で一般家庭の収集と事業系の

収集業者と分けて受け入れし

ているが、事業系一般廃棄物

について、広陵町以外のごみ

も入っていないかの普段から

の確認体制を聞きたい。 

事

務

局 

・現在、展開検査をやっている。こ

ちらに持ち込めない物は持ち帰っ

てもらっている。他市町村のごみ

が入ってはいけないので必ず検査

をしている。 

委

員 

・ごみ質も大事だが、他市町村

のごみが入っていれば余計な

支出につながる。組成分析で

はなく検査をやっているのか

聞きたい。 

事

務

局 

 

・許可業者搬入時に、必ずダンピン

グのところに開けて、係員が確認

している。毎朝１１時までに業者

が搬入するので、確認後にピット

に入れている。 
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会

長 

・全体のごみ量の事業系一般廃

棄物の割合はどのくらいか。 

事

務

局 

・平成２９年度で２，５３０ｔほど

が許可業者の量で、全体の量は約

６，３００ｔである。 

会

長 

・事業系ごみを持ってきたら展

開検査を行う。量は確認して

いるので問題ない。 

・前回の会議から安堵町での広

域化についての体制が進んで

きた。広陵町も議会へ説明を

したようなので、この２方式、

広陵町で作った場合と安堵町

で広域化した場合の建設費や

維持管理費を次回に検討した

い。まだ写真を見てもすぐに

は分かりかねるので、色々と

資料を出しながら、できるだ

け委員が理解できるように説

明して、色々な意見をもらい

ながら進めていきたい。まだ

決定はしてないが、選択肢と

して２つが出てきた。具体的

な金額等を出して検討してい

くということでよいか。（了

承の声があり）次回、そうい

う形で進めていきたい。 

  

（５）その他 

発言者 回答者 

会

長 
・最後にその他をお願いしたい。 

事

務

局 

・次回の町民会議は、先ほど説明し

たように、現施設で段差落とし込

み方式での積算と、安堵町で広域

化した場合の全部を安堵町と、可

燃ごみを安堵町で粗大・不燃ごみ

を広陵町とした方式の積算を行

い、それぞれ比較したものを提示

したい。開催時期は１月下旬を考
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えており、その時には委員全員に

アンケートを実施し、意見をお願

いしたい。その意見を集約した結

果を踏まえ、町民会議としての一

定の方向性を絞り込み、提言書を

作成していきたい。 

・その後、３月末予定で再度町民会

議を開催し、提言書について委員

の意見を確認し、臨時幹事会で決

定のうえ、今年度末には町長に対

して提言書を会長から提出しても

らいたい。 

会

長 

・多くの宿題があるが、数値はチェックするので提出してほしい。 

・副会長のあいさつをお願いしたい。 

副

会

長 

・安堵町との広域化が具体的な流れの中で出てきた。安堵町、河合町と３

町の事務方でしっかり把握して、どれくらいの負担が出てくるのかを十

分に精査してほしい。そこを十分に認識して取り扱ってもらいたい。 

会

長 
・最後に町からお願いしたい。 

副

町

長 

・次の町民会議の中で資料を提出し、説明しながら進めていきたい。町の

重要な課題として町民会議の中で議論し、今年度末に提言書を町に提出

してもらいたい。 

－閉会－ 

 


